
 

関東大会 出場決定！ 
４月 29日、宇都宮市屋板運動場で、「栃木県高等学校総合体育大会テニス競技」が行われました。 

この大会は、関東大会の予選を兼ね、栃木県からは優勝・準優勝の２校が栃木県代表として、関東大

会（千葉県白子町・６月７-９日）に出場します。 

幸福の科学学園高校女子チームは、先日の個人戦の結果により、第７シードとして、出場しました。

団体戦は、シングルス１・シングルス２・ダブルスの 4 人で戦います。先日の個人戦では、シングルス

で県のベスト 16に入るのが精一杯でしたので、苦戦が予想されましたが、いくつかの接戦を粘り通して

ものにし、決勝まで勝ちあがりました。 

決勝の相手は、海星女子学院。ここには、ジュニア育ちの強いプレーヤーが２人いて、この２人には

今まで一度も勝ったことがありません。試合は、３面同時に行われ、シングルス２が２－⑥で敗れ、ダ

ブルスが接戦をものにし⑦－６で勝ち、勝敗の行方は、シングルス１の瀬古真理愛にかかりました。一

進一退の競り合いが続き、厳しいコースを突く相手の攻めに対して、瀬古はコート中を走り回り、ひた

すら粘り続け、ゲームカウント６－６のタイブレーク（７ポイント先にとったほうが勝ち）になりまし

た。ここでも、瀬古は会場をどよめかすような驚異的な粘りを見

せ、みごと⑦－６で相手を押し切り、念願の初優勝が決まりまし

た。１日５試合、朝９時から夕方５時までコート内を走り続けた

まさに死闘の結果、つかんだ勝利でした。今まで中学校に入学以

来、頑張り続けたその努力が報われた瞬間でした！ 

試合後、お世話になった方々や、土台を築き上げてくれた１期

生、２期生の先輩たちからもお祝いのメールをいただきました。

しかし、まだまだ努力する余地が大いにありそうです。一層、努

力精進して、さらにお役に立っていきたいと決意しております。 

一戦一戦、粘り強く、必死で

戦う学園の選手たち 

【試合結果】 

〈１回戦〉幸福②－０鹿沼南 

〈２回戦〉幸福②－０宇都宮女子 

〈３回戦〉幸福②－１文星女子 

〈準決勝〉幸福②－０栃木女子 

〈決 勝〉幸福②－１海星女子 

   D ：嶋田・山本⑦－６ 

   S１：瀬古⑦－６ 

   S２：浅田２－⑥ 


